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██要約

MaaS、ブロックチェーン、音声コンテンツ等に積極投資、 
M&A も活用しながら収益拡大を目指す

イード <6038> は、Web メディア・コンテンツの運営を行うコンテンツマーケティングプラットフォーム（以下、

CMP）事業と、リサーチ及び EC ソリューションを提供するコンテンツマーケティングソリューション（以下、

CMS）事業を展開している。Web メディアに関しては事業取得や新規開発を進めながら、自動車、IT、エンター

テインメント、暮らしなど幅広いジャンルを手掛け、2019 年 6 月期末時点で 21 ジャンル 59 サイトを運営し

ている。

1. 2019 年 6 月期の業績概要

2019 年 6 月期の連結業績は、売上高で前期比 10.1% 増の 5,192 百万円、営業利益で同 20.9% 増の 310 百万

円と 2 ケタ増収増益となり、5 月に上方修正した会社計画（売上高 4,900 百万円、営業利益 300 百万円）に対

して上回って着地した。運営する Web メディア全体の月間平均 PV 数が同 17.7% 増と順調に拡大したことに伴

い、ネット広告収入を中心に CMP 事業の売上高が同 13.0% 増の 4,397 百万円、セグメント利益で同 43.1% 増

の 303 百万円と大きく伸張したことが主因だ。

2. 2020 年 6 月期業績見通し

2020 年 6 月期は売上高で前期比 2.1% 増の 5,300 百万円、営業利益で同 12.8% 増の 350 百万円と増収増益が

続く見通し。売上高については M&A による事業買収で追加される Web メディアやコンテンツの影響を含んで

いないことや、引き続き既存メディアの PV 数も堅調に推移していることから、会社計画は保守的と見られる。

CMP 事業では増収効果による利益率上昇が見込まれるほか、CMS 事業も EC ソリューションの受注回復により

増収増益に転じる見込みとなっている。なお、同社は携帯電話販売で国内最大手のティーガイア <3738> 及び

出版社の ( 株 ) ポプラ社との間で資本業務提携を行うとともに、両社に対する第三者割当による自己株式処分を

行うことを発表している（実施日は 2019 年 9 月 4 日）。調達資金 471 百万円は新規事業創出及び既存事業拡大

のための投資資金に充当する予定となっている。両社とはそれぞれ 5G の高速無線通信インフラと同社のデジタ

ルマーケティングノウハウを生かして、既存事業の拡大・深耕並びに新規事業の創出に向けた取り組みを推進し

ていく予定となっている。

http://www.iid.co.jp/ir/
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要約

3. 今後の成長戦略

同社は今後も新規の事業開発や業務提携、M&A を行いながら、「領域特化型メディアの拡大」×「多様なビジ

ネスモデル」を掛け合わせて収益を拡大していく戦略となっている。特に、高成長が見込まれる MaaS ※ 1 やブロッ

クチェーン、音声コンテンツ領域に関しては積極的な投資を継続していく方針だ。MaaS に関しては 2017 年に

打ち出した「iid 5G Mobility」戦略（自動車業界における第 5 次モビリティ革命を支援する取り組み）に基づき、

関連するベンチャー企業との業務提携や出資等を注力していく方針。また、ブロックチェーンについても 2019

年 7 月より、世界中のアニメファンがアニメ記事を翻訳するブロックチェーンプラットフォームの実証実験を

Tokyo Otaku Mode Inc. 等 3 社と共同で開始しており、「アニメ！アニメ！」※ 2 のグローバル版サイトを立ち

上げている。音声コンテンツに関しては、AI スピーカの普及を見越して運営メディアの音声化に取り組んでおり、

現在の 11 メディアから 3 年後に 50 メディアまで音声化に対応していく計画となっている。米国では音声コン

テンツによる広告市場が拡大しており、日本でも早晩、同様に市場が立ち上がると見ている。

※ 1 MaaS（Mobility as a Service)：代表例としてはカーシェアリングが挙げられるが、同社では新車販売からメンテ
ナンス、給油、保険、中古車流通、リサイクルなど自動車に関わる既存のサービスを、IT を活用した利便性の高いサー
ビスへと進化させたもの、また自動運転技術によって創出される新サービスを含めて MaaS と定義している。

※ 2 アニメを取り巻くビジネスや環境、文化、社会現象を含めた幅広いニュースを提供するメディア。

Key Points

・2019 年 6月期はCMP事業の好調により売上高は過去最高を更新、利益も大幅増益を達成
・2020 年 6月期業績は、M&A効果を除いたベースで売上高 2%増、営業利益 13%増益となる見
通し

・MaaS、ブロックチェーン、音声コンテンツ等の高成長が見込める領域に積極的な投資を行う
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██事業概要

Web メディア・コンテンツの運営事業と 
リサーチ・EC ソリューション事業が両輪

1. 会社概要

同社は、Web メディア・コンテンツの運営を行う CMP 事業と、リサーチ及び EC ソリューションを提供する

CMS 事業の 2 つの事業を展開するコンテンツマーケティング企業で 2000 年に設立された。M&A に積極的で、

2019 年 6 月末時点の連結子会社は 5 社となっており、連結従業員数は 227 名（臨時従業員含む）となっている。

連結子会社

名称 出資比率 主な事業内容
( 株 ) エンファクトリー 83.80% Web メディア・EC 関連事業
( 株 ) 絵本ナビ 58.90% 絵本関連 Web サイト運営
( 株 ) ドリームリンク 90.00% 領域特化型の EC サイト運営
ネイティブ ( 株 ) 84.45% 地域創生メディアの運営
Interface in Design, Inc 100.00% 海外市場におけるリサーチソリューション事業
出所：決算補足説明資料よりフィスコ作成（2019 年 6 月末時点）

2. 事業内容

事業セグメントは CMP 事業と CMS 事業の 2 つで、CMP 事業が売上高、利益の 8 割以上を占める主力事業となっ

ている。なお、両事業の連携としては、CMP 事業のクライアント企業を CMS 事業に紹介し、そのクライアン

ト企業に対して CMS 事業のソリューションサービスを提供している。

同社グループのセグメント

出所：決算補足説明資料より掲載

http://www.iid.co.jp/ir/
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事業概要

(1) コンテンツマーケティングプラットフォーム事業（CMP 事業）
Web メディア・コンテンツを運営しながら、顧客企業のインターネット広告や各種データ・コンテンツをサ

イト利用ユーザーに配信する事業となる。売上高としては、Web メディア上に掲載するインターネット広告や、

EC 物販を含むデータ・コンテンツ販売が主なものとなる。このため、いかに広告費等の費用をかけずに Web

メディアの PV 数を増やしていくことができるかが収益拡大のカギを握っている。

同社が運営する Web メディア・コンテンツ数は 2019 年 6 月期末時点で 21 ジャンル 59 サイト（前期末比 7

サイト増）となっており、自動車や IT、エンターテイメント、暮らし、EC 分野など幅広いジャンルの Web

サイトを運営している。なかでも、自動車分野の Web メディア「Response（レスポンス）」は日本最大級の

総合自動車ニュースサイトで、同社が運営する Web メディアの中でも中心的な存在となっている。

(2) コンテンツマーケティングソリューション事業（CMS 事業）
顧客企業に対してリサーチソリューションと EC ソリューションを提供する事業となる。リサーチソリュー

ションに関しては、自動車向けが売上高の過半を占めている。リサーチ内容は、大規模な定量調査から個人に

対する定性調査まで提供しており、マーケティングリサーチ、デザイン関連リサーチ、ユーザビリティ / 人間

中心設計、海外リサーチをメニューとして取りそろえ、インターネットを活用したリサーチからリアルな行動

観察まで幅広い分野をカバーしている。一方、EC ソリューションでは、EC 事業者向けに EC サイト構築シス

テム「marbleASP」の提供を行っている。

自社開発の CMP が強み

3. 特徴と強み

(1) 「iid-CMP」
同社の強みは、CMP 事業において数多くの Web メディアやコンテンツを効率的に運用するためのシステム

として、「iid-CMP」（イード・コンテンツ・マーケティング・プラットフォーム）を自社開発していることに

ある。「iid-CMP」では主に 4 つの機能により、Web メディアの早期収益化を実現可能としている。第 1 に、

高い集客機能（SEO 施策、SNS 対応、Web ページ高速表示、スマートフォンを含めた最適なユーザビリティ

とユーザーエクスペリエンス等）による売上 UP の実現、第 2 に、ローコストオペレーション（システムの

共同利用・CPU リソース分散機能、ポータルサイトへのニュース記事提供フォーマットの共有化、最適なネッ

トワーク広告・アフィリエイト広告の共同運用等）によるコスト最適化、第 3 に、データベースの蓄積・管

理機能（コンテンツにより取得したビッグデータ管理）、第 4 に、コンテンツマネジメント機能（ニュース記事・

写真の投稿、文章校正・類似度チェック）による編集の効率化等である。

(2) M&A 戦略
同社は M&A により Web メディア・コンテンツの取得を積極的に進めている。M&A については、経営陣の

これまでの人的ネットワークを主な情報入手ルートとしており、常時 5 サイト程度を検討している。事業取

得する場合は、投資回収期間で 5 年を目安に計画を策定し、取得後 2 年以内の黒字化達成を判断基準として

いる。

http://www.iid.co.jp/ir/
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事業概要

2019 年 6 月期末までに資本出資も含めて取得した Web メディア・コンテンツは 47 サイト（うち、11 サイ

トは撤退）で、取得総額は 1,366 百万円（内訳は、事業取得総額 648 百万円、出資総額 718 百万円、撤退サ

イト含む）となっている。1 サイト平均 29 百万円で取得した計算となっている。「iid-CMP」のプラットフォー

ムを活用することで、これまで手掛けた Web サイトのほとんどで目標を達成している。

██業績動向

2019 年 6 月期は CMP 事業の好調により売上高は過去最高を更新、
利益も大幅増益を達成

1. 2019 年 6 月期の業績概要

2019 年 6 月期の連結業績は、売上高で前期比 10.1% 増の 5,192 百万円、営業利益で同 20.9% 増の 310 百万円、

経常利益で同 16.6% 増の 313 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で同 287.4% 増の 194 百万円と 2 期

連続の増収増益となり、売上高は初めて 50 億円を突破した。運営 Web サイトにおけるネット広告収入等の拡

大により、主力の CMP 事業の収益が大きく伸張したことが主因だ。営業利益率は 6.0% と前期比 0.6 ポイント

上昇した。売上原価率が外注費や商品原価の増加により同 3.1 ポイント上昇したが、広告宣伝費や人件費を中心

に販管費を前期並みの水準に抑制できたことが利益率の上昇につながった。親会社株主に帰属する当期純利益の

増益率が大きくなっているのは、特別損失が前期の 149 百万円から 41 百万円に縮小したことによる。

連結業績推移

16/6 期 17/6 期 18/6 期 19/6 期 20/6 期（予）

売上高 4,533 4,399 4,715 5,192 5,300

前期比 22.3% -2.9% 7.2% 10.1% 2.1%

売上原価 2,348 2,445 2,470 2,881 -

前期比 22.6% 4.1% 1.0% 16.7% -

対売上比 51.8% 55.6% 52.4% 55.5% -

売上総利益 2,184 1,954 2,245 2,310 -

前期比 22.1% -10.5% 14.9% 2.9% -

対売上比 48.2% 44.4% 47.6% 44.5% -

販管費 1,878 1,867 1,988 2,000 -

前期比 45.8% -0.6% 6.5% 0.6% -

対売上比 41.4% 42.4% 42.2% 38.5% -

営業利益 305 87 256 310 350

前期比 -38.9% -71.5% 194.5% 20.9% 12.8%

対売上比 6.7% 2.0% 5.4% 6.0% 6.6%

経常利益 298 90 269 313 350

前期比 -41.0% -69.7% 198.2% 16.6% 11.6%

親会社株主に帰属する
当期純利益

143 -437 50 194 230

前期比 -55.3% - - 287.4% 18.7%

出所：決算短信よりフィスコ作成
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(1) CMP 事業
CMP 事業の売上高は前期比 13.0% 増の 4,397 百万円、営業利益は同 43.1% 増の 303 百万円となり、営業

利益率も同 1.4 ポイント上昇の 6.9% と上昇傾向が続いた。2019 年 6 月期は、事業譲受により訪日観光客向

けの地域情報メディア「SeeingJapan」、転職のプロが教える情報サイト「マナラボ」等の運営を追加したほ

か、社内開発によりふるさと納税の情報サイト「ふるさと納税の達人」や、女性向けのバイク・自動車情報

サイト「Lady Go Moto!」、ブロックチェーン技術を活用し独自発行したトークンを軸にしたゲームアプリ

「GameDays」の運営を開始し、期末の運営 Web サイト数は前期末比 7 サイト増加の 59 サイトとなった。

運営 Web サイト全体の月平均 PV 数は既存 Web サイトで SEO 対策に取り組んだことや運営 Web サイト

数の増加もあって、前期比 17.7% 増の 180 百万 PV と増加傾向が続き、この結果、ネット広告売上高が同

34.4%増の1,789百万円と大きく伸張し、データ・コンテンツ提供売上高もEC物販を中心に同4.9%増の1,841

百万円と堅調に推移した。一方、一部連結子会社株式を売却（2018 年 4 月）した影響により、出版ビジネス

売上高が同 20.0% 減の 246 百万円となったほか、メディア・システム売上高もオウンドメディア構築支援案

件の減少により同 1.9% 減の 539 百万円となった。

営業利益の増減要因を見ると、費用面では外注費が前期比 178 百万円増、商品原価（主に EC 物販）が同

146 百万円増、その他費用が同 91 百万円増（主に人件費、賃借料）となったものの、売上高の増加 506 百

万円で吸収する格好となった。また、営業利益率の上昇要因は増収効果に加えて、前期から取り組んできた収

益改善施策（広告宣伝費等の販管費の抑制）が寄与したことによる。
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注：セグメント数値はセグメント内取引の調整を反映した後の数値
出所：決算補足説明資料よりフィスコ作成
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(2) CMS 事業
CMS 事業の売上高は前期比 3.6% 減の 795 百万円、営業利益は同 84.4% 減の 6 百万円となった。主力のリサー

チソリューション売上高が海外調査案件の受注減少に伴い、同 9.7% 減の 632 百万円と低迷したことが減収

減益要因となった。EC ソリューション売上高についても下期以降、受注が回復したものの上期の低迷が響いて、

同 0.2% 増の 199 百万円と横ばい水準にとどまった。
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注：セグメント数値はセグメント内取引の調整を反映した後の数値
出所：決算補足説明資料よりフィスコ作成

2020 年 6 月期業績は M&A 効果を除いたベースで売上高 2% 増、 
営業利益 13% 増となる見通し

2. 2020 年 6 月期の業績見通し

2020 年 6 月期は売上高で前期比 2.1% 増の 5,300 百万円、営業利益で同 12.8% 増の 350 百万円、経常利益で

同 11.6% 増の 350 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で同 18.7% 増の 230 百万円と増収増益が続く見

通し。同計画には事業買収で追加される Web メディア、コンテンツの影響を含めていない。ただ、2020 年 6

月期についても引き続き買収は積極的に進めていく方針となっているほか、収益力が回復してきたことから、比

較的規模の大きい M&A 等も前向きに検討していく意向を示している。
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事業セグメント別では CMP、CMS 事業ともに増収増益を見込んでいる。CMP 事業では引き続き運営 Web サ

イトの PV 数増加に伴って、ネット広告売上高やデータ、コンテンツ提供売上高が拡大し、利益率も上昇する見

通し。ネット広告では、2018 年 11 月から提供を開始した ( 株 ) 博報堂 DY メディアパートナーズと共同で開

発した自動車業種特化型マーケティング・ソリューション「カテゴリーワークス MOBILITY」が好評で、同ソ

リューションを通じた大型広告案件等の受注増が期待される。博報堂 DY グループが持つ「生活者 DMP」※と

同社が運営する国内最大の自動車情報サイト「レスポンス」のオーディエンスデータを連携することにより高精

度なデジタル広告配信を行い、広告主である自動車メーカーの自社サイト等への効率的な送客を可能とするソ

リューションで、リターゲティング配信と比べて CPA（顧客獲得単価）を改善できることも確認されている。1

プロジェクト当たりの受注規模が格段に大きくなるため、広告収入やコンテンツ制作収入の増加が期待される。

※ 「生活者 DMP（データ・マネジメント・プラットフォーム）」：生活者の情報行動・購買行動・意識といったデータに
先端テクノロジーを掛け合わせて開発した博報堂ＤＹグループ独自のマーケティングデータ基盤。

一方、CMS 事業についてはリサーチソリューションの営業強化により受注を回復していくほか、前期後半から

回復傾向にある EC ソリューションの売上増により増収増益を見込んでいる。

なお、同社はティーガイア及びポプラ社との間で、それぞれ資本業務提携を行うとともに、両社に対する第三者

割当による自己株式の処分を行うことを発表している。各 25 万株（持株比率 5.01%）を売却し、調達資金 471

百万円は新規事業創出及び既存事業拡大のための投資資金に充当する予定となっている。ティーガイアとはリア

ル店舗網と同社のデジタルマーケティングを融合して、既存事業の拡大・深耕並びに新しい事業機会の創出を目

指している。また、ポプラ社とは「かいけつゾロリ」「おしりたんてい」等の優良コンテンツと、同社のデジタ

ルメディア、デジタルマーケティングに対するノウハウを融合することで、コンテンツのデジタル化を推進して

いく計画となっている。2021 年 6 月期以降に収益貢献してくるものと予想される。

MaaS、ブロックチェーン、 
音声コンテンツ等の高成長が見込める領域に積極的な投資を行う

3. 成長戦略

同社は今後も新規の事業開発や業務提携、M&A を積極的に進めながら、「領域特化型メディアの拡大」×「多

様なビジネスモデル」を掛け合わせた 360 度のビジネスモデルを構築して成長を目指す方針を打ち出している。

現在は、ネット広告収入に依存するビジネスモデルとなっているが、今後は EC 物販やユーザー課金等のコン

シューマ（BtoC）領域やコンサルティグ、EC 及びメディア運営支援サービス等も業務提携や出資等を通じて積

極的に展開していく計画となっている。

http://www.iid.co.jp/ir/
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領域としては、MaaS やブロックチェーン、音声コンテンツ等の高成長が見込める分野に積極的に投資を行って

いく方針だ。

(1) MaaS
MaaS に関しては 2017 年に打ち出した「iid 5G Mobility」戦略（自動車業界における第 5 次モビリティ革

命を支援する取り組み）により、関連するベンチャー企業との業務提携や出資案件が増えてきている。2018

年 7 月から MaaS 分野にフォーカスしたセミナーを毎月開催し、参加するベンチャー企業とのネットワーク

を広げてきた効果が出ている。2019 年 6 月期の実績としては、スマートフォンで自動車の施錠・開錠を可能

とするバーチャルキーの開発を行うジゴワッツと業務提携（2018 年 8 月）したほか、日本最大級のキャンピ

ングカーのレンタルサービス及び各種メディアサービスを運営するキャンピングカーと資本業務提携を締結し

た（2019 年 5 月）。

ジゴワッツとの業務提携では、商品化開発と独占的な販売を行う提携内容となっている。既にスマートバリュー

<9417> のモビリティ・プラットフォームサービス「Kuruma Base（クルマベース）」に採用が決まり、今後

サービスが開始されることになる。顧客ターゲットは、カーシェアリングやカーリース企業のほか、営業車両

を多く抱える大企業等となる。国内のカーシェアリングの車両台数は年々増加※しており、バーチャルキーの

普及拡大が期待される。

※ 出所：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団による 2019 年 3 月調査資料によると、2019 年 3 月末時点の
車両台数は前年同期比 19.8% 増の 3.4 万台、会員数は同 23.2% 増の 162 万人。

キャンピングカーとの資本業務提携では、同社が持つメディア運営技術やユーザーエクスペリエンスコンサル

ティング技術のほか、関連会社および協業先の地方創生（ネイティブ ( 株 )）、ドライブログ分析（レイ・フ

ロンティア）、自動車用スマートロック（ジゴワッツ）等と組み合わせることで、キャンピングカー領域にお

ける新たなモビリティサービスの開発を進めていく予定になっている。

また、2019 年 8 月には新たに「VANLIFE」※の情報発信や、車中泊・テント泊スポットとして駐車場や空き

地を旅行者に貸し出すシェアリングサービスを展開する Carstay( 株 ) と、「VANLIFE」に関連する新たなモ

ビリティサービスの開発について業務提携したことを発表している。今後も MaaS に関する取り組みを進め

るベンチャーへの出資や業務提携については積極的に進め、将来的には MaaS 事業として成長を目指して行く。

※ 「クルマを通じた旅や暮らしにより、人生を豊かにする」ことを目的として、箱型のクルマ「バン」を家のように作り
変え、クルマを働く・遊ぶ・暮らしの拠点とする新たなライフスタイルのこと。

MaaS 分野の取組み

会社名 締結時期 提携内容

レイ・フロンティア 資本業務提携 2016年8月 位置情報ソリューション「モビリティ・フロンティア」の共同開発

ナイル 業務提携 2018年1月 マイカー賃貸サービス「カルモ」のマーケティング支援

ジゴワッツ 業務提携 2018年8月 バーチャルキーの共同開発・独占販売

キャンピングカー 資本業務提携 2019年5月 キャンピングカーサービスのメディア運営支援、協業先サービスとの融合

Carstay 業務提携 2019年8月 「VANLIFE」に関連する新たなモビリティサービスの開発

注：2019 年 7 月に「MONET コンソーシアム」に参画
出所：会社発表資料よりフィスコ作成
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(2) ブロックチェーン
ブロックチェーン技術については、2018 年 10 月から提供を開始したゲームアプリ「GameDays」において

活用している。ゲーム情報の閲覧やプレイログの記録でトークンが獲得できる仕組みで、機能の拡充を順次行っ

て収益モデルを構築した段階で本格的にプロモーションしていく予定となっている。同社にとっては、トーク

ンを発行することでゲームアプリの活性化が進む効果が期待されるほか、利用ユーザーの属性分析が行えるた

め効果的な広告配信に生かせる可能性がある。

また、2019 年 7 月からは新たに世界中のアニメファンがアニメ記事を翻訳するブロックチェーンプラット

フォーム「Tokyo Honyaku Quest」の実証実験を、( 株 )bitFlyer Blockchain、Tokyo Otaku Mode Inc.、

( 一社 ) オタクコイン協会の 3 社と共同で開始している。同社が運営する「アニメ！アニメ！」の記事をファ

ンに提供して翻訳し、新たに立ち上げたグローバル版サイト「アニメ！アニメ！」に翻訳記事が掲載される。

翻訳の対価として独自トークン「HON」※を発行する。同社にとってはグローバル版サイトからの広告収入

が得られることになる。

※ オタクコイン協会が発行するコミュニティ通貨「オタクコイン」と交換でき、オタク系のグッズ等を購入できるよう
になる予定。

(3) 音声コンテンツ
音声コンテンツに関しては、AI スピーカの普及とともに米国で普及拡大しており、メディア業界にとって大

きな成長市場となっている。日本においては AI スピーカの普及率が 5 〜 6% と低いものの、今後数年間で普

及拡大していくことが見込まれている。このため、同社では運営メディアの音声化に取り組んでおり、現在の

11 メディアから 3 年後には 50 メディアまで音声化対応を進めていく計画となっている。こうした取り組み

の第 1 弾として、メディアの音声化及び音声コンテンツにおける広告プラットフォームの開発を進めるロボッ

トスタート ( 株 ) と業務提携を発表している（2019 年 7 月）。同社とは 2018 年よりメディアの音声展開に

おいて協業関係にあり、音声広告配信の実証実験を行ってきた経緯がある。今回の業務提携では、ロボットス

タートが展開するメディアの音声化ソリューション「Audiostart」の拡販、音声広告プラットフォームの支援、

新たな音声メディアの共同立ち上げなどを推進していく予定となっている。

また、子会社の ( 株 ) 絵本ナビでも、シマラヤジャパン ( 株 ) が運営する中国最大手の音声プラットフォーム

「Himalaya」（ユーザー数は 5 億人超）に「絵本ナビチャンネル」を開設し、読み聞かせコンテンツの有料配

信を 2019 年 5 月より開始したほか、日本最大級のオーディオブック配信サービス「audiobook.jp」にも同

様に配信を開始しており、今後も配信コンテンツを拡充していく予定となっている。これらの取り組みによっ

て、今後は音声コンテンツによる広告配信収入のほか、ユーザー課金収入の拡大が期待される。

██株主還元策
株主還元策については、期間利益に関しては内部留保の充実と成長投資に優先的に振り向けるため、当面は無配

を継続していく方針となっている。配当を検討する時期としては東証 1 部に市場変更するタイミングを考えて

いるようだ。
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